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 平成 30 年 5 月 20 日(日)ペット防災の啓発に取組む NPO 法人「防災ペッ

ト育成協会」(以下 BSP協会)主催、小田原市橘北地区自治会連合会共催(後

援は小田原市・中井町)による「人とペットの防災フェスティバル」が小田

原市橘北地区にある下中小学校で開催されました。今回このイベントに神

奈川県理学療法士会(県西ブロック)としてブース出展する機会を得られた

ので、その内容についてご報告いたします。 

 

 主催の BSP 協会は飼い主とペットが安心して避難できる体制を作る為、

昨年 8 月に発足し県西地区をエリアに行政機関や地域と連携し、イベント

やセミナー防災訓練などの参加を通じて、ペットを連れて避難する「同行

避難」の普及・啓発活動に取り組まれています。 

フェスティバルは小学校の校庭と体育館で行われました。体育館では同

行避難に必要な、しつけ教室やペット用品の備蓄品の展示、炊き出し訓練

や非常用電源として使える車の展示等に加えキッチンカーや地域のサークル活動のお披露目もあり、

家族みんなで楽しみながら防災について考えていける工夫がされていました。 

一方、体育館では災害時の救助救護訓練や福祉体験「車イス介助法」「視覚障がい者たちとの接し

方」「高齢者疑似体験」のイベントがあり、県西ブロックからは「生活不活発病」「深部静脈血栓症」

や県理学療法士会の災害対策への取組等のパネル展示やパンフレット配布を行い、また災害対策グッ

ズとして段ボールベッドや段ボールトイレ、便利な災害対策の小物等の展示を行いました。 

 

 今回は、県西地区リハビリテーション連絡協議会から PT4 名

が参加、社会福祉協議会スタッフ担当の「車イス介助法」にも

少しですが協力もさせていただきました。避難所で使う段ボー

ルベッドへの関心は高く、頑丈さに対する驚きだけでなく価格

が高いとのご意見や、サイズ的に備蓄できないので災害時に急

遽大量発注して調達することは可能か、といったご質問も聞か

れました。専門的知識のニーズも増えてきており、業者に参加

してもらいデモや質問に対応してもらうことも必要です。 

防災フェスティバルの参加者人数は概算で約 700名、ペットは約 200頭とのこと

でした。交通の便があまり良くない場所にも関わらず多くの方が来場していただけ

たことからも、住民の方の災害に対する意識が高くなっている事がわかります。体

育館内でしたが私たちのブースにも 40 名ほどの方が来ていただけました。お子様

連れのご家族が多かったのが印象的で、これからは子供にも興味を持ってもらえる

ような工夫が必要かと思います。BSP 協会は今後も自治体と連携して県西地区を回

ってイベントを開催する予定とのことで、県西ブロックもできるだけ参加し、自治

体と上手く連携して災害対策支援の土台を築いていくことが今後の活動の課題と

考えています。 

 

最後に今回のイベント参加のきっかけを与えていただいた露木理事、BSP 協会広報の中川ユーイン

グ社長、段ボールベッドやパンフレットでご尽力いただいた下田災害対策委員長、今回も準備をお手

伝いしていただいた前田ブロック長、当日手伝いに来ていただいたスタッフに心より感謝の言葉を申

し上げます。 

 

 

 


